
私達のことを理解して 

― 軽度発達障害の人たちの支援を考える － 

 幼稚園、学校で、他児と遊べない、コミニューケションがとれない、場面の切り換えがスムーズ

にできない、特定の事にこだわる、極端に落ち着きがない、そして集団生活から逸脱してしまう子

どもたちが増えています。発達障害（自閉症、アスペルガー障害、学習障害、注意欠陥多動性障

害等）と言われる子ども達で、約一割いるとだろうと推定されています。 

 親は、育てにくい子どもと感じながらも、知的には正常と思われ、日常の事ができるようになる

ので、気づかないことが多くあります。そして集団に参加するようになって上記のような問題に気

づきます。 

 今、大人になった軽度発達障害者が、専門家の間で問題になっています。大学に入学したもの

の、学校生活に適応できない（各大学で発達相談室を設けるようになった）。 成人しても定職に

つかなかったり、引きこもりをしています。（家族は怠け者とみている。） 

 重要なことは、二次障害（不登校、家庭内暴力、非行等）を引き起こさないことで、その人にあっ

た発達支援をしてあげることです。その為、幼児期から、どのような支援が必要なのか、この研修

会で考えます。 

日 時 平成２４年２月２５日（土） 13：30～16：30 

場 所 春日井市総合体育館 大会議室 

  （春日井市鷹来町 4196-3） 

定 員  １20 名 要予約（先着順） 

参加費  無料  （資料代別 ５00 円） 

内 容 （１）現場からの報告 

ア） 幼児教育の現場から 

イ） 学校教育の現場から 

ウ） 成人期の現場から 

 （２）基調講演 

     ＜演題＞ 

    「軽度発達障害者の支援」 

     ＜講師＞  

     石田義忠 

 

 

 

主催・予約お問い合わせ 

 NPO 法人まちのエキスパネット 

   〒487-0024 春日井市大留町５丁目 29-16 TEL/FAX 0568-52-7315  

    http:/ /www.0568kasugai.net/~expanet/ 

    expanet@angel.odn.ne.jp


